
1 

資料３ 

令和５年３月２７日 

第７回総合計画審議会  
第７次瑞浪市総合計画 基本計画（骨子案） 

 

[全体構成] 
 

基本計画（第３期瑞浪市版総合戦略） 
 

第１章 人・未来を育むまちづくり 

 １．子育て支援            ２．就学前教育・学校教育 

 ３．生涯学習             ４．生涯スポーツ 

 ５．文化・芸術・文化財        ６．人権尊重社会 

 

第２章 魅力あふれるまちづくり 

 １．シティプロモーション       ２．協働のまちづくり 

３．住環境              ４．まちなみ 

５．情報共有 

 

第３章 生涯活躍のまちづくり 

 １．地域福祉・社会保障        ２．健康・医療 

 ３．障がい者福祉           ４．高齢者福祉 

 

第４章 活気みなぎるまちづくり 

 １．農林業              ２．畜産業 

３．商業               ４．工業 

５．観光               ６．市民生活 

 

第５章 持続可能なまちづくり 

 １．循環型社会            ２．環境保全・エネルギー 

３．道路・河川            ４．上下水道 

５．公共交通             ６．消防・防災 

７．防犯・交通安全          ８．行財政運営  →行政改革大綱を包含 

 

 

資料編 

 １．シティプロモーション基本方針 

２．総合計画策定の経過 

 ３．総合計画審議会 

    委員名簿、諮問・答申 

 ４．市民参加の状況（市長と語る会、各種アンケート、各種ワークショップ、意見収集ボードなど） 

 ５．目標指標一覧 

 ６．関連計画等一覧 

 ７．用語解説（巻末にて整理） 
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全体構成 
 

 

  
将来都市像  幸せ実感都市みずなみ ～いっしょに創ろう 夢ある未来～ 

基
本
構
想 

R6-R15 

人口フレーム 

34,000人（R15） 

土地利用の方向性 各地域の魅力ある恵まれた資源を活用し、調和の

とれた発展を目指す。（ゾーン、拠点にて表記） 

まちづくりの基本方針 5つの基本方針のもと、各施策を着実に推進する。          

 

✔ 計画の推進（趣旨、位置づけ、計画の構成・期間、市民の役割・行政の役割） 

✔ 資料編（瑞浪市の姿、社会潮流、本市の現状・課題と今後の方向性、瑞浪市人口ビジョンと総合戦略） 

 

基
本
計
画
（
瑞
浪
市
版
総
合
戦
略
） 

 

R6-R15 

5 年を 

目途に 

見直し 

●瑞浪市版総合戦略 ※基本計画＝総合戦略のイメージ 

重点施策  
✔ 子育て支援 

✔ シティプロモーション など 

横断的視点 

✔ SDGｓの推進  ✔ シティプロモーションの推進 

✔ DX・GXの推進 ✔ 行政改革の推進 ✔ 協働の推進 

まちづくりの基本方針（施策の大綱） 

 

（1）子育て支援 

（2）就学前教育・学校教育 

（3）生涯学習 

（4）生涯スポーツ 

（5）文化・芸術・文化財 

（6）人権尊重社会 

～人・未来を育むまちづくり～ 

（1）シティプロモーション 

（2）協働のまちづくり 

（3）住環境 

（4）まちなみ 

（5）情報共有 

 

～魅力あふれるまちづくり～ 

（1）地域福祉・社会保障 

（2）健康・医療 

（3）障がい者福祉 

（4）高齢者福祉 

 

 

～生涯活躍のまちづくり～ 

（1）農林業 

（2）畜産業 

（3）商業 

（4）工業 

（5）観光 

（6）市民生活 

～活気みなぎるまちづくり～ 

（1）循環型社会        （７）防犯・交通安全 

（2）環境保全・エネルギー   （８）行財政運営 

（3）道路・河川            （↑行政改革大綱を包含） 

（4）上下水道 

（5）公共交通 

（6）消防・防災 

～持続可能なまちづくり～ 

✔ 資料編 

（シティプロモーション基本方針、総合計画策定の経過、総合計画審議会（委員名簿、諮問・答申）、市民参加の状況、 

目標指標一覧、関連計画等一覧、用語解説） 

 

✓ 基本方針ごとに課題、めざす姿を記載  ✓ 基本方針-分野ごとに取組内容を記載。 

✓ KPI（重要業績評価指標）については、基本方針ごとに 2～3つ程度設定。 

✓  6 次総に掲載していた、取組内容に関連する「事業名」は掲載しない 

実
施
計
画 

基本計画に基づく個別の事業 

3 ヵ年 

毎年 

ローリング 



3 

 基本計画（瑞浪市版総合戦略） 

 

まちづくりをより総合的かつ効果的に行うため、「まち・ひと・しごと創生法」に規定する地方

版総合戦略」を包含した計画とし、「基本計画」＝「総合戦略」として位置付けます。内容につい

ては、令和 4年１２月に国が示した「デジタル田園都市国家構想総合戦略」にも留意しながら、

下記の考え方により進めます。 

 

【基本的な考え方】 

 本市においての人口減少克服、地方創生を実現するため、以下に掲げる原則に基づき施策を展

開します。 

 ①自立性  構造的な諸問題に対し、民間事業者、個人等の自立につながる施策を展開します。 

 ②将来性  活力ある地域産業の維持・創出など、将来を見据えた施策を展開します。 

 ③地域性  本市の地域特性に合った施策を展開します。 

 ④直接性  最大限の成果を上げるため、直接的に支援する施策を展開します。 

 

 [横断的視点] 

なお、「SDGｓの推進」、「ＤＸ・ＧＸの推進」、「シティプロモーションの推進」、「行政改革の推

進」、「協働の推進」については、計画全般に共通して取り組む必要があるものとして総合戦略に

おいて推進していきます。 

  

SDGsの推進 

  各施策を推進するにあたり、ＳＤＧｓの理念に沿って進めることで、地域課題解決の加速化

が期待されることから、関連するＳＤＧｓを本計画に位置付けながら推進していきます。 

  

DX・GXの推進 

  各施策の推進にあたり、デジタル技術の活用や環境への配慮を意識するとともに、双方を絡

めたシステムの変革など、デジタル化による豊かさを享受できる地域社会の実現を目指して、

取組を推進していきます。 

 

シティプロモーションの推進 

  多様なツールを活用しながら、市全体としてのプロモーションの一体性を確保しつつ、推進

していきます。また、関係団体との連携等により、情報発信を効果的に行う必要があります。 

 

行政改革の推進 

  第 5次行政改革大綱にて推進した「行政の質の向上」を基本的理念として今後も継続し、行

政サービスの質と経費バランスを念頭におきながら、市民に分かりやすい行政改革を進めます。 

  行政運営の一部としての位置付けのみならず、地域も含めて、新たな時代に対応できる仕組

みの構築を行います。 
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協働の推進 

  まちの活性化や地域コミュニティの維持など、誰もが瑞浪市に住みたいと感じ、住み続けた

いと思えるように、これまで推進してきた協働のまちづくりの理念を継続して推進します。 
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まちづくりの基本方針（施策の大綱） 方針ごとの課題・方向性 
  

 

計画の実効性を高めるため、次の５つの基本方針のもと、各分野の施策の連携を図りながら、戦

略的なまちづくりを進めていきます。 

 多様化するニーズに対応するためには、各施策を分野横断的にとらえることが重要です。その

ため、基本方針ごとに「課題」、「目指す姿」を整理し、それぞれ 2～３つ程度の指標を設けま

す。施策の内容は、以下に記載する課題や方向性に留意しながら分野ごとに記載します。 

 

～人・未来を育むまちづくり～ 

・共働きの子育て世帯の増加に伴い、保育サービス

や学童保育の重要性が高まっています。 

・児童生徒数の減少や学力低下に対する対応や、地

域との連携による総合的な取組が必要です。 

・幅広い年齢層の多様なニーズに対応した学習機

会を提供し、個人の生きがいだけでなく、地域づく

りを進める必要があります。 

・スポーツ活動に積極的に参加できる環境づくり

が必要です。 

・会議等の積極的な女性登用を進めるとともに、そ

れぞれの人権を尊重できることが重要です。 

～魅力あふれるまちづくり～ 

・情報発信ツールが多様化する中、シティプロモー

ション基本方針を基本に、SNS等を活用するなど、

ターゲットを絞った情報発信を強化し、効果的に分

かりやすい情報発信を必要があります。 

・まちづくりの担い手の確保、若者の活動参加を促

進することが必要です。 

・地方移住の注目は依然高く、プロモーションの強

化が必要です。 

・瑞浪駅周辺再開発、瑞浪市道の駅を軸とした、新

たなまちづくりを進める必要があります。 

～生涯活躍のまちづくり～ 

・福祉・医療、介護体制では、包括的な支援体制及

び市民・関係機関の連携を図りながら進めることが

重要です。 

・新病院の建設に伴う、医療体制の整備・充実を図

る必要があります。 

～活気みなぎるまちづくり～ 

・後継者不足等に伴い、スマート農業の推進や農地

の集約など維持管理体制の整備が必要です。 

・多様な主体が連携・協力し、中小企業振興を行う

ことが必要です。 

・地場産業については、販路開拓手段の多様化な

ど、ニーズに合わせた支援が必要です。 

・リニア中央新幹線の開通を見据えた誘客の強化

や多様化する観光形態への対応やプロモーション

が必要です。 

～持続可能なまちづくり～ 

・カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向け

た取組が必要です。 

・コミュニティバス、デマンド交通の利用者の低迷

から、ニーズを踏まえた見直しが必要です。 

・住民主体で災害対応ができる強いまちづくりを

推進することが必要です。 

・ＤＸの推進や民間活力の活用、広域連携に積極的

に取り組むことで健全な運営かつ住民サービスの

向上を進めることが重要です 


